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＜外来情報＞

· 杉澤　恵子様　～昼食前薬（血糖降下剤）の持参忘れあり、１回分のみ処方していただく。

· 関　秀治様　　～「怒りそうになる事があるけど寝ると落ち着く」と話されている。

· 横町　浩様　　～「日焼けしてシミが出来ている」と話される。

· 田澤　勝敏様　～「暑くて本が読めない。認知症になりたくないから、秋になったら読む本のスケ

ジュールを立てて本を読みたい。」と話される。

· 田名部　一樹様～「調子が良い。眠りがまちまちだが気にならない」と話されている。

· 関口　禅様　　～左肩が痛いとの事で、両腕を上げる動作で左の腕が右より上がらない事を伝えて

いる。

· 森田　清助様　～２～３日暑くて眠れない。ご飯も進まずお茶漬けで食べているとのこと。点滴を

希望され、点滴実施している。

· 我慢　奈津紀様～昼と夕食後の薬を間違え服用したらしく、夕食後薬が１包多く、昼食後薬が１包

足りない。同じ処方内容なので夕食後薬を昼食後薬として服用するよう主治医

より説明受けている。

＜利用者様情報＞　　　　　　　　　　

· 種本　サハ様　～「頭が痛い、だるい」との訴えあり。納涼会のゲームには参加せず臥位にて休
まれる｡食事は全量摂取し、水分補給も出来ている。
· 杉澤　恵子様　～昼食前薬の持参忘れあり。「なかった」と話す。昨日は持参している事を伝える　　

が自覚がない様子あり。服薬管理が出来ないようでは入院もありうると主治医

から説明を受けていたのではないかと確認すると「入院はいやだ」と話される。

１回分のみ外来担当医より処方して頂き、次回来所時に残薬持参してもらい、今後の管理方法について検討する事とする。

⇒　現在、外来受診後、内服薬へ日にちを記入し、自宅へ持ち帰って頂いている。自宅では、服薬ボックスを利用しての管理を行っているとの事だが、弟夫婦と別居後からは、管理が甘くなっていると本人より情報あり。
・村井　節子　様～本人より欠席の連絡あり「寒気がして調子が悪い。今日は行きたかったのに」と
の事。昼食時に再度スタッフから連絡し、体調確認している。発熱など無く休みを取ったら、体調は大分良いとの事。
＜下妻　康貴様クレーム対応＞

就職斡旋の件でのクレームについて通所スタッフとして何をすれば良かったのか？

・事実確認、関係施設への連絡をする

・本人様が心証を害した際には、関係改善・修復に努める。

　⇒具体的に

本人とスタッフ、また関係スタッフ（今回の場合は青明舎）を交えた面談の実施をする。面談では、事実確認、本人の心情を考慮し、今後の方向性について面談する。　　

・ハローワークへ行ったら雇用者に「障害者なんて抱えられない」と言われて腹が立ったことに対しての対応。

⇒スタッフ間や、スタッフとハロ－ワークでの情報の行き違いがあったことを謝罪し、腹が立った気持ちに共感する。スタッフからも青明舎へ再度確認する。　

　　　　　　　　　　　　　　　
※今後情報が来た時には

・青明舎から直接本人へ詳細を伝えてもらえるようにする｡
・本人にも青明舎へ確認に行くように伝える。

※繰り返し聞かれたときの対応
　・人と人である為行き違いは必ず発生する事を説明する。

　・共感しながらも、次のステップへ目を向けるように働きかける。
　　“○○でしたよね。今度からは、○○のようにしましょう。こちらでも、今回の件を繰り返さな
　　　いように、充分に気をつけます”というように。

・上司へのケース報告、対応について相談し指示を仰ぐ。










